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試弾表題：

試験番号：

　　　　　　　　　　信頼性保証証明書
1・フ‘ ^ノールのオオミジンコ（刀2！ρ加∫a加ε8刀8）に対する

繁殖阻害試験

EDR96004

本最終報告書の試験は、当施設の信頼性保証部門に関する標準操作手順書に従って下記の

査察を受けている。

査察項目 査察日 報告日

QAU 試験責任者 運営管理者

試験計画書 平成9年3月25日 平成9年3月25日 平成9年3月25日

試験査察 平成9年3月26日

ｽ成9年4月1日

平成9年4月1日 平成9年4月1日

最終報告書 　　　　　コｽ成9年4月23日

ｽ成9年4月25日

平成9年4月23日

ｽ成9年4月25日

平成9年4月25日

本試験は適正に実施されており、本最終報告書は試験した方法、手順が正確に記録され、

かつ、試験の生データを正確に反映していることを認めます。

平成夕年4月．蓼日

住化テクノス株式会社

信頼性保証責任者
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試験実施概要

1．表題：

2．試験目的：

1一ブタノールのオオミジンコ（飴p加抽伽即∂）に対する繁殖阻害試験

1一ブタノールについて、オオミジンコ（動ρ加f8皿a即∂）に対する繁殖阻害

試験を21日間行い・繁殖状態に対照区と有意差の認められない最高濃度（N

OECr）および幼体産出数を50％減少させると算定される濃度（50％繁殖阻害濃

度：ErC50）を求める。

3．適用ガイドライン：本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．202「ミジンコ類、急性

　　　　　　　　遊泳阻害試験および繁殖試験」　（1984年）に準拠した。

4、適用G　L　P：本試験は環境庁の「生態影響試験実施に関する基準」に準拠した。

5．試験委託者

　名称：

　住所：

　委託担当者：

6．試験受託者：

　名称：

　所在地：

7．試験施設：

　名称：

　所在地：

環境庁

〒100　東京都千代田区霞が関1丁目2番2号

　

住化テクノス株式会社

〒665　兵庫県宝塚市高司4丁目2番1号

住化テクノス株式会社

〒665　兵庫県宝塚市高司4丁目2番1号



EDR96004　5／60

8．試験関係者：

試験責任者 （平成1年》月数目）

試験担当責任者 （平成ノ年女月2f日）

試験担当者 （平成9年千月2チ日）

試験担当者 （平成9年4・月∬目）

9．試験期間 試験開始日

試験終了日

暴露期間

平成　9年

平成　9年

平成　9年

3月25日

4月25目
3月26日～平成　9年 4月16目

10　保管：

　　試験計画書、生データ、記録文書および試験報告書は、試験報告書作成後10年間、住

　化テクノス株式会社の試資料保管施設に保管する。その後の保管については試験委託者

　　と協議のうえ決定する。
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旨要

試験委託者

環境庁

表　　題

1一ブタノールのオオミジンコ（加p加f8朋即∂）に対する繁殖阻害試験

試験番号

EDR96004

試験方法

　　　本試験は、OECD化学品テストガイドラインNo．202rミジンコ類、急性遊泳阻害試験お

　　よび繁殖試験」　（1984年）に準拠して実施した。

1）被験物質：

2）暴露方法：

3）供試生物i

4）暴露期間：

5）連数

6）生物数

7）試験濃度：

8）試験液量：

9）照明

10）試験水温：

1一ブタノール

半止水式（暴露8日目までは2目毎、暴露9日目からは溶存酸素濃度の減

少を考慮し、毎日の頻度で試験液の全量を交換した）

オオミジンコ（％phη珀朋即a）

21日間

1試験区にっき4連

40頭／1試験区（1連に付き10頭で1試験区40頭）

対照区，4．6，10，22，46および100mg／L（設定値）

約1150mL（試験容器に満水量）

室内照明、16時間明／8時間暗

20±1℃

結　　果

　　1）21日間の親ミジンコの50％致死濃度（LC50）　　：28mg／L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔95％信頼区間　：25mg／L～32mg／L〕

　　3）21日間の50％繁殖阻害濃度（ErC50）　　　　　：18mg／L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔95％信頼区間　：13mg／L～26m9／L〕

　　3）最大無作用濃度（NOECr）　　　　　　　　　　：4．1mg／L

　　4）最小作用濃度（LOECr）　　　　　　　　　　　　：9．8mg／L

　　　　　　　　　　　　　（上記濃度は全て実測値に基づく値）
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1　被験物質

L1名称、構造式および物理化学的性状

　　　名称：1一ブタノール
　　　　　　　　　（CA　S番号：71－36－3、

　　　構造式

　　　　　　　　　　HO

略称：B　TA、識別番号：96B－2，96B－3）

CH3

分子式　：　C4H　l　o　O

分子量　：　74．12

1一オクタノール／水分配係数（1－o　g　P）：0、84＊

水への溶解度：胃g／L＊

蒸気圧　：　7、02㎜Hg　at25℃＊

　＊　The　Dictionary　of　Substances　and　their　Effects． Vol．1（1992）より引用

1．2供試試料

　　購入先　：

　　入手量　：　500mL

　　入手日　：　平成8年12月20日

　　ロット番号：LEF5803

　　外観　　　：　無色澄明の液体

　　純度　　：99．9％

L3　被験物質の確認および保管条件下での安定性

　　被験物質は当社の試薬棚に保管した。

　　入手した被験物質についてI　Rスペクトルを測定し、被験物質の構造と矛盾が認められ

　ないことを確認した。暴露終了後にも同様にスペクトルを測定し、暴露開始前に測定した

　スペクトルと比較した結果、スペクトルに変化は無かったことより、被験物質は当社の試

　薬棚に保管中は安定であったと判断された。
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2　供試生物

　　　試験には生後24時間令以内のオオミジンコ（飴ρ加珀遡8η8）の幼体を用いた。本種は、国

　　立環境研究所より入手したものを、当社において累代飼育しているものである。また、基

　　準物質（重クロム酸カリウム、試薬特級、Lot　No．KCE6888，和光純薬工業㈱）による急性

　　遊泳阻害試験の48時間Eic50は。．78mg／しであった。

供試する幼体を得るためのミジンコの飼育方法

　累代飼育中のものから幼体を抱えた肉眼的に健康かっ十分な大きさの雌成体を選別し、

別に用意した容器に移し、翌日、産出された幼体を別の容器に分けた。この幼体を供試ミ

ジンコの親とし、以下の条件で2～4週間飼育した。成熟し幼体の産出開始後は1週間に少な

くとも2回以上幼体を除去した。2～4週間後、暴露開始前日に育房内に幼体を持つ雌成体を

選別し、翌日　（24時間以内）、産出された幼体を試験に用いた。供試ミジンコの親を飼育

中、多数の死亡個体および休眠卵や雄は生じなかった。

飼育水　：希釈水（3．2参照）

飼育密度：20～50頭／L飼育水（但し、成熟個体の場合は、25頭以下／しとした）

水温　　：20±1℃

照明　　：室内光、16時間明／8時間暗

食耳　　　　　　：6力10rθ1！∂　レ019∂rf5

　　　　市販のクロレラ濃縮液（商品名：生クロレラV12、クロレラ工業㈱）を遠心

　　　　操作により、希釈水に置換して懸濁液を調製し給餌した。

　　　　1％懸濁液の有機炭素含量は1050mgC／しであり、この値を基に餌の添加量を

　　　　決定した。実際の有機炭素含量の測定は、広栄テクノサービス㈱に委託し

　　　　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付属資料一4］

給餌量　：原則として、ミジンコ1頭当たり㎝10rθ118vθ183rfsを0．1～0．2mgC（有機

　　　　炭素含量）／日の割合で与えた。
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3　試験方法

3．1　試験条件

　　　1）暴露方法：

2）暴露期間：

3）連数

4）生物数

5）試験液量：

6）試験水温：

7）照明

8）給餌量　　・

暴露8日目までは2目毎、暴露9日目以降は溶存酸素濃度の減少を考慮

して毎日の頻度で試験液の全量を交換する半止水式で行った。

21日間

1試験区に付き4連

40頭／1試験区（1連に付き10頭で1試験区40頭）

約1150mL／容器（試験容器に満水）

20±1℃

室内照明、16時間明／8時間暗

ミジンコ1頭当たり幽10rθ11θvσ18∂ri5を0．1～0．2mgC（有機炭素含

量）／日の割合で与えた。

餌の添加量は1％懸濁液の有機炭素含量（1050mgC／L）から求めた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付属資料一4］

3．2　希釈水

　　　脱塩素水（宝塚市水道水を活性炭処理し、残留塩素等を除去したもので充分通気し

　　たもの）を使用した。希釈水の主な水質として、総硬度が約63mg／L（CaCO、換算）、

　　pHが8．1であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［付属資料一1］

3．3 試験容器および恒温槽等

試験容器：　蓋付き1L容ガラス製密閉容器

恒温槽　　　試験用恒温槽（No．．2）

水温計’@　電子温度計（PC－2200　㈱佐藤計量器製作所製）

p　H計　　　F－8AT型（堀場製作所製）

溶存酸素計：58型（Y　S　I製）

3．4試験濃度の設定

　　　．オオミジンコに対する急性遊泳阻害試験の結果、48hr－EiC50値は1000mg／L以上であ

　　つたことから、繁殖阻害試験は100皿g／しから初めて、それ以下の濃度を公比2．2で5段階

　　設定した。各試験区は以下の通りである。

　　　1対照区，4．6，10，22，46および100mg／L」　（設定値）
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3．5　試験液の調製

　　　被験物質の必要量を比重0．809g／mL（メーカー検査成績書記載値）で容量換算して、

　　被験物質を直接マイクロシリンジまたはメスピペットを用いて計り取り、希釈水を加

　　え5000mしに定容撹拌し試験液を調製した。対照区は被験物質を加えない希釈水を用い

　　た。4個の試験容器にそれぞれ満水となるよう試験液を分注し、直ちに蓋をした。

3．6　試験液の分析

　　試験液は、暴露6目、8目、19目および20日目に全試験区の試験液（但し、各1試験容器）

　について、あらかじめ塩化ナトリウムおよびジクロロメタンを入れた栓付ガラス製遠沈管

　に1試験区当たり16mL（8mL×遠沈管2本）採取した。振盪抽出後、G　Cにより分析した。試

　験液の分析に際しては、試料のピーク高さから絶対検量線法により定量した。詳細は付属

　資料一2に示した。なお、実際の物理化学的試験は㈱住化分析センターに委託した。

3．7　試験操作

　　　試験液の水温、溶存酸素濃度（D．0．）、p　Hを測定後、試験容器に供試ミジンコを

　　放泳し、その時点を暴露開始とした。先端が比較的広口のガラスピペットを用いて供

　　試ミジンコを放泳した。その際、試験液量に対してピペット内の飼育水は全量で1％以

　　内を目安とした。その後、試験液交換毎にミジンコを新しい試験液に移しかえ、21日

　　目まで飼育した。暴露期間中は毎日給餌を行った（3．1参照）。

・ミジンコの観察：

　　（親ミジンコ）毎日、生存数を計数し、状態（遊泳阻害数、外観など）を対照区と

　　　　　　　　比較した。なお、計数後の親ミジンコの死亡個体は、試験液の交換

　　　　　　　　時に取り除いた。

（産出幼体） 試験液の交換毎に幼体の生死を計数した。堕胎卵、休眠卵の発生等

についてはその有無を観察した。計数後の幼体は廃棄した。また、

最初の幼体産出日（初産目）を記録した。

・水質測定： 水温、溶存酸素濃度（D．0．）、p　Hを、全試験区について、暴露期

間中に週1回（試験液交換前後）の頻度で測定した。但し、新しい

試験液（暴露開始時あるいは試験液交換後）の水質測定は、試験容

器に分注した残りの試験液について測定し、古い試験液（試験液交

換前）の水質は1試験区にっき1容器について測定した。
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4　結果の算出

4．1親ミジンコの半数致死濃度（LC50）の算出

　　　各試験区での親ミジンコの死亡数と供試生物数（40頭）を用いて、Probit法および

　　Moving　Average法により、14および21日目の半数致死濃度（LC50）を算出し、それら

　　の95％信頼区間も算出した。

4．2　50％繁殖阻害濃度（ErC50）の算出

　累積幼体産出数の算出

　　　各試験容器の親1頭当たりの暴露期間中の累積幼体産出数（TF）および平均累積幼

　　体産出数（TF）　を以下の式より求めた。

　　　ηε　2×凡
π二 ｷハ、1＋ハ

ここで

刀　　：幼体観察回数

Fη　：n回目の生存幼体数

．Pη　：n回目の観察時の親ミジンコの生存数

P炉1：n－1回目の親ミジンコの生存数

Po　：最初に幼体を観察した日の前日の親の数

nθ　：最終観察回

（P月一1＋P月が0の場合は、無視した。）

戸、暑肌
　　　捌

　　　　加

ここで

TF刀：各試験容器の累積幼体産出数

加　　：試験区当たりの連数（試験容器数：4）

ErC50値の算出

　　供試生物数に対照区の平均累積幼体産出数を、反応数に対照区と各試験区の平均累

　積幼体産出数の差を適用して、Moving　average法およびProbit法により、14および21

　目目の50％繁殖阻害濃度（ErC50）を算出し、95％信頼区間も算出した。但し、試験区

　の平均累積幼体産出数が対照区を上回る場合は、値がマイナスを示すため計算にはゼ

　ロを適用して算出した。
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4．3最大無作用濃度（NOECr）および最小作用濃度（LOECr）

　　　4．2に示したように各試験容器毎の親1頭当たりの累積幼体産出数を算出し、各濃度

　　区と対照区との有意差の有無を平均値の差の検定（t検定、pニ0．05）により求め、対

　　照区孝有意差の認められない最高濃度（最大無作用濃度：NOECr）および有意差の認め

　　られる最低濃度（最小作用濃度：LOECr）を決定した。
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5　結果および考察

5ユ　試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　　　試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因は認められなかった。

5．2　試験液中の被験物質濃度

　　試験液調製時の被験物質濃度は、暴露6日目でU，23，48，110mg／L、暴露19日目で

　は9．9，22，46mg／L（但し、設定値100mg／Lは暴露17日目に全個体が死亡したため、暴

　露19日目の測定は実施しなかった）　［設定値10，22，46，100mg／L］であった。設定

　値に対する割合はそれぞれ110％、99～100％であり、設定の±20％以内であった。

　　また、それらの2日後または1日後（試験液交換前）の濃度はそれぞれ9．4，21，45，

　100mg／L、9．0，20，46mg／L［設定値10，22，46，100mg／L］であった。設定値に対す

　る割合はそれぞれ94～100％、90～100％であった。

　　なお、設定値4、6mg／Lについては暴露開始時点で検出限界5mg／しでの分析方法しか確

　立していなかったため、暴露6，8日目の被験物質濃度の検出ができなかった。このた

　め新たに分析方法を確立し（検出限界0．5mg／L）、その方法で暴露16，17，19，20日目

　に測定を実施した。試験液調製時の被験物質濃度は、暴露16日目で4．7mg／L、暴露19

　日目では4。6mg／しであった。設定値に対する割合はそれぞれ100％、99％であった。そ

　れらの1日後（試験液交換前）の濃度はそれぞれ3．8mg／L、3．5mg／しであった。設定値

　に対する割合はそれぞれ83％、76％で実測値が設定の±20％を越えた。

　　以上の結果より被験物質濃度の表示は実測値を採用した。これらの被験物質の実測

　濃度の21日間の時間加重平均値は、4．1，9。8，21，46mg／L［設定値4．6，10，22，46mg

　／L］であった。なお、100mg／L（設定値）については、計算対象の測定値が試験液交換

　前後1回だけであったため、幾何平均により求めたところ100mg／しであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table1（p．17），付属資料一2］

5．3　ミジンコの観察結果

　親ミジンコの死亡数および死亡率

　　　対照区での親ミジンコの死亡率は暴露終了時で5．0％であり、試験成立条件である

　　20％以下の基準を満たした。

　　　1一ブタノール4，1，9、8および21mg／L濃度区の死亡率は、それぞれ0．0，2．5，5．0％

　　であった。46および100mg／L濃度区ではそれぞれ暴露9日目、暴露6日目から死亡個体が

　　観察されはじめ、前者で暴露21日目、後者で暴露17日目に全個体が死亡した。

　　　　　　　　　　　　　　　［Table2－1，2－2（p．18），Figure1（p．19）付属資料一3］



EDR96004　15／60

初産日

　　対照区での親ミジンコの初産目は7日であり、試験成立条件である9日以内の基準を

　満たした。

　　1一ブタノール4．1，9．8および21mg／L濃度区の初産目は、対照区と同様の7目であ

　つた。これに対し、46および100mg／L濃度区では8～9目に延長するものの9目以内の基

　準を満たした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table3（p．20），付属資料一3］

平均累積幼体産出数

　　対照区での親ミジンコの平均累積幼体産出数は62．9頭であり、試験成立条件である

　40頭の基準を満たした。

　　ユーブタノール4．1mg／L濃度区の平均累積産出幼体数は74．3頭で、対照区を上回る

　幼体産出が見られ、統計学的に有意な差が認められたものの、被験物質が正の効果を

　持つとは考え難く、生物学的変動範囲内の増加であると判断した。9．8，21，46および

　100mg／L濃度区では、それぞれ49．3，32．1，1．7および0．1頭で濃度に依存して有意に減

　少した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table4（p．21），Figure2（p．21）付属資料一3］

親ミジンコの大きさと状態

　　1一ブタノール4．1および9．8mg／L濃度区は、対照区と比較して大きさや状態に差が

　なかった。21、46および100mg／L濃度区ではそれぞれ、暴露17日目、15日目および9日

　目から水底付近を緩慢に遊泳あるいは横転、遊泳阻害、体色白化などの症状が確認さ

　れた。

休眠卵の発生等

　　いずれの試験区とも暴露期間中に休眠卵の発生は全く認められなかった。堕胎卵は

　暴露期間中、対照区、4・1および9．8mg／L濃度区で少数ではあるが不規則に産出された。

　21および46mg／L濃度区では、対照区よりも多数の堕胎卵が産出された。

5．4親ミジンコの50％致死濃度（LC50）

　　　14日目および21目問の親ミジンコの50％致死濃度（LC50）は、92mg／L〔95％信頼区

　　間80mg／L～110mg／L〕、28mg／L〔95％信頼区間25mg／L～32mg／L〕であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table　5（p．22）］
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5．550％繁殖阻害濃度（ErC50）

　　　14日間および21日間の50％繁殖阻害濃度（ErC50）は、14mg／L〔95％信頼区間13mg／L

　　～15mg／L〕、18mg／L〔95％信頼区間13mg／L～26mg／L〕であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table6（P．22）］

5．6累積幼体産出数に及ぼす最大無作用濃度（NOECr）および最小作用濃度（LOECr）

　　　親ミジンコ1頭あたりの累積幼体産出数に及ぼす21日間の最大無作用濃度（NOECr）

　　は、4．1mg／しであり、最小作用濃度（LOECr）は、9．8㎎／しであった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table7（P．23）］

5．7試験液の水温、溶存酸素濃度およびpH

　　　21日間の暴露期間中の水温は19．7～21．0℃で、設定どおりであった。

　　　溶存酸素濃度（D。0。）は暴露6日目までは全試験区とも飽和の60％以上（7．1～8．2mg

　　／L）であったが、暴露8日目の測定において、4．1，21および46mg／L濃度区で飽和に対

　　する割合が、57％（5．Omg／L）、55％（4．8mg／L）、56％（4．9mg／L）となり飽和の60％

　　を下回った。このため暴露9日目から試験液交換を毎日に変更したところ、飽和の60％

　　以上（6．2～8．4mg／L）を確保できた（20．0℃の飽和溶存酸素濃度：8．8mg／L）。

　　　p　Hは7．3～8。0の範囲で変動幅は1以下であった。

　　　以上のことから、溶存酸素濃度が一時的に60％を下回った以外は、水温、p　Hとも

　　ミジンコの生育条件としては適切な範囲であったと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Table8～10（P．24）］
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Table1． Measure（i　Concentrat　ions　of　．1－Butanol　during　a　21－day　Exposure　of　Z）aρh刀f8

宙a即a　under　Semi－Stati　c　Test　Con〔ii　t　ions

　　　Nominal

Concentration

　　　（mg／L）

Measured　Concentration　（mg／L）

　　　　（Percent　of　Nominal）

6day

　new

8day

old

19day

　new

20（iay

　old

　　Time

Weighted

　　Mean
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．．≦．エ．．．．．
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4．1
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．焦9λ．

　21

．．磁≧

　　22
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．勲．
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．1⊥99ユ．．
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．鯉9ユ．
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．鯉．．

100 110
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（100）

｝a

』a
a
　
a

｝
『

　46

．！1勲．

100串3
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new
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＊1

＊2

＊3

a
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Testsolutions1～2daysafterfreshlyprepared．

16〔iay

17day

Geometric　Mean（6day，8day）

No　measurement　was　made　because　a11　」ワ∂ρh刀i8were dead　at　thi　s　observat　ion　time．
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Tabl　e　3．　T　ime（days）　to　Firs　t　Brood　Product　i　on

Measured　Concentration（mg／L）

Vessel　No． Contro1 4．1 9．8 21 46 100

A
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ワ
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ワ
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ワ
’
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ワ
‘
ワ
’
7
ワ
‘

8
Q
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Q
U
8

Q
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8
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ロ
8

Mean 7．0 7．0 7．0 7．0 8．0 8．3
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Table　4．　Mean　Cumulative　Numbers　of　Juveniles　Produced　per　Adult （ΣF1／P）

Conc．

（mg／L）

Days
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Table5．CalculatedLC50ValuesforParenta1飴ρhηf∂

Expo　sure　per　i　od

　　　　（days）

LC50

（mg／L）

95％　Confidence　limits

　　　　　　　　（mg／L）

Statistical

　　method

．．1窪．

21

．．銘．．

28

．§9．＝．｝…9．

25～32

．．£勲1．主．

Movihg　average

Measured　Concentration

、Table　6．　Calculated　ErC50　Values　for Inh　ib　i　t　i　on　of　Reproduc　t　i　on

Exposure　period

　　　　（days）

ErC50

（mg／L）

95％　Confi　dence　l　imits

　　　　　　　　（mg／L）

Statistical

　　method

．．磁．．

21

．玉垂．．

18

1．§、窯．二．隻．、

13～26

．漣9エ撫．．鱒王鴛皇．

Probit

Measured　Concentrat　ion．
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Table7． S　i　gn　i　fi　carlce　Te　st　of　D　i　fference　between　the　Mean　Cumulat　i　ve　Nu皿bers　of

Juv　eni　l　e　s　Produced　per　Adul　t　i　n　Contro　l　and　Tes　t　Ve　sse　l　s　after　21　day　s

（Two－si（ied　test　of　F－test　an（i　t－test）

Measured　Concentrat　i　on　（mg／L）

Vessel　No． Contro1　　　　　　　4．1　　　　　　　　　9．8　　　　　　　　　　21　　　　　　　　　　46　　　　　　　　　　100

A
B
C
D

67．9　　　　　　　　　76．3　　　　　　　　　56．7　　　　　　　　　33．8　　　　　　　　　　2．6　　　　　　　　　　0．0

T8．8　　　　　　　　　　66．3　　　　　　　　　　50．8　　　　　　　　　　39．8　　　　　　　　　　2．7　　　　　　　　　　0．1

T4．8　　　　　　　　　　73．9　　　　　　　　　　39．5　　　　　　　　　　26．1　　　　　　　　　　0．5　　　　　　　　　　0．0

U9．9　　　　　　　　　　80．5　　　　　　　　　　50．3　　　　　　　　　　28．5　　　　　　　　　　1．0　　　　　　　　　　0．1

Mean

r．D．

62．9　　　　　　　　　74．3　　　　　　　　　49．3　　　　　　　　　32．1　　　　　　　　　　1．7　　　　　　　　　　0．1

V．2　　　　　　　　　　　6．0　　　　　　　　　　　7．2　　　　　　　　　　　6．1　　　　　　　　　　　1．1　　　　　　　　　　0．1

F－test　　　　　　F　value 1．467　　　　　　　　　1．015　　　　　　　　　1．407　　　　　　　　41．821　　　　　　　　15641

Equality NO　　　　　　　　　NO　　　　　　　　　NO　　　　　　　　　YES　　　　　　　　YES

t－test（Probability） 0．051　　　　　　　　0．038　　　　　　　　　0．001　　　　　　　　0．000　　　　　　　　0．000

S　ignifi　cant　di　fference（95％） YES　　　　　　　　　YES　　　　　　　　　YES　　　　　　　　　YES　　　　　　　　　YES

Statistic

甲
上

n

　　xi

Xi＾2／i

sx　2

　　　　4

　　　24

　　251．400

15800．490

15956．900

4

　　297．000

22052．250

22158．840

4

197．300

9731．823

9885．870

4

128．200

4108．810

4219．940

4

6．800

11．560

15．300

4

0．200

0．010

0．020

　t

xbb

ct

　　880．900

　　　36．704

32332．700

ANOVA　TABLE

Source Sum　of　Sq． DF Mea血Sq． Fratiof（0．05，f1，f2）

Among

Within

19372

　　532

【
U
Q
U

　
1

3874

　　30

131 2．77

Tota1 19904 23 3904

No　observe　d　effect　co且。　entrat　i　on（NOECr）　＝

Lowest　effect　concentration（LOECr）　　　　　＝＝

4．1mg／L

9．8mg／L



Table8． 　Temperature　Values　〔iuring　a　21－day　Z冶P血刀f3Reproduction

　　（Semi－Static　Test）

Temperature，℃
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1nhibition　Test

Measure　d　Concentrat　i　on　（mg／L）

days Contro1 4．1 9．8 21 46 100

0

．a．

6

．β．

new　　　20．9

鯉．．1皇：．β．．

new　　　21．0

．鯉．．．皇土：．9．

20．9

．呂2二2．

21．0

．2皇二．エ．

20．6

．…19：．§．．

19．8

．盆鍾．．

20．6

22二．＆．

19．7

．29ニエ．

20．6

盆9拒．．

20．0

．盆9：．至．．

20．6

．2照．

4
『
「
∪

－
可
⊥

new

o1（i

20．7

20．4

20．7

20．6

20．6

20．1

20．7

20．4

－
【
UO
O
2
2

19．8

2煕．

20．7

20．4

new：　Freshly　prepare〔1test　solutions．

01d：Tests・1uti・usafter1～2daysexposure．

Table9，Diss・1vedOxygenC。nce且trati・n（D．0．）
　　　　　　　　Inh　i　b　i　t　i　on　Te　st　（Semi－S　tat　i　c　Te　s　t）

　　　　　　　　D．0．　（mg／L）

（iuring　a　21－day　〃aρh／7i∂Reproduction

MeasuredConcentration（mg／L）
days Contro1 4．1 9．8 21 46 100

0

．．盆．

6

．旦．

new　　　7．2

．煕．．　．鷲．

new

鯉．

7．7

エニ．昼．

7．4

．エ・．旦．．

7．9

．景．且．

7．6

．β二．9．

7．8

．長患．

7．3

．エ：．エ．

7．7

．歪：．旦．

7．3

．エニ．盆．

7．7

．三二．皇．

7．6

．．エ：．．1．

4
【
U
1
1

new

old 4
1
8
7

8．3

6．5

8．3

6．3

8．3

6．2

8．4

7．6

7．7

．至二．長．．

8．3

7．8

new：　Fre　shl　y　prepared　tes　t　so　lut　i　ons．

。1d：Tests。luti・nsafter1～2daysexp・sure．

Table10．pHduringa21－dayρaρh刀fθRepr。ducti。n

　　　　　　　　pH

Inh　ib　i　t　i　on　Te　s　t　（Semi－S　tat　i　c　Test）

MeasuredConcentration（皿9／L）
days Contro1 4．1 9．8 21 46 100

0
つ
乙

new

old

7．7

7．8

7．7

7．8

7．7

7、7

7．7

7．8

7．7

7．7

7．7

7．6

ρ
U
8

new

old

7．9

7．6

8．0

7．5

7．9

7．5

7．9

7．5

7β

7．5

7．9

7．7

4
【
U
1
1

new

old

7．7

7．4

7．3

7．5

7．5

7．5

7．7

7．5

7．7

7．6

7．8

7．7

new：

old：

Freshly　prepared　test　solutions．

Testsolutionsafter1～2daysexposure．
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付属資料一1

希釈水の水質

　（全1頁）



Water　Qual　ity　of　Di　lution　Water

Parameter

COD

Phosphorus

pH

E．coli

Total　mercury

Copper

Cadmium

Zinc

Lead・

Aluminum

Nickel

Total　chromi　um

Soluble　manganese

Tin

Soluble　iron

Cyanide

Free　chlorine

Bromi（ie　ion

Fluoride

Sulfide　ion

A㎜onium　ion

Arsenic

Se　l　eni　um

Evaporated　resi　due

El　ec　tro　conduct　i　v　i　ty

Total　harclness

M－alkal　ini　ty

Sodium

Potassium

Calcium

Magne　s　i　um

Total　chlorinate（i　pesticides

Total　organophosphorus　pest　i　ci　des

PCB
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Concentration

〈1mg／L

〈0．01　mg／L

8．1（15．0℃）

　N．D．

〈0．0005㎎／L

〈0．01　mg／L

〈0．001　皿g／L

　く0．01　mg／L

〈0．005　mg／L

〈0．02　mg／L

〈0．02　mg／L

〈0．02　mg／L

　〈0．005　mg／L

　〈0．03　mg／L

　〈0、03　mg／L

N．D（〈0．01mg／L）

　　0．01　mg／L

　　O．5mg／L

　　O、29　mg／L

　〈0．1　mg／L

　〈0．1　mg／L

　＜0．001　mg／L

　〈0．001　mg／L

230mg／L

38mS／m

　63．1　mg／L

59mg／L

54mg／L

　　3．6mg／L

　　6．6mg／L

　　3．9mg／L

　〈0．001　mg／L

　＜0．001　mg／L

〈0．0005mg／L

Date：　Nov．　8，1996
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付属資料一2

試験液の分析方法

　　（全20頁）
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試験結果報告書

表題： 1一ブタノールのオオミジンコ（％ρ伽i∂

（物理・化学系）

π卿∂）に対する繁殖阻害試験

（試験番号：　E　D　R96004）

1997年夕月4日

運営管理者

大阪事業所　　所長

株式会社 住化分析センター

大阪事業所

ESOP／REC／011　RS－01
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陳　述　書

試験委託者

称
所
名
住

住化テクノス株式会社

兵庫県宝塚市高司4丁目2番1号

試験の表題 1一ブタノールのオオミジンコ（伽ρ加fa皿a幽a）に対する繁殖阻害試験

（物理・化学系）

試験番号 EDR96004

上記試験は、環境庁のr生態影響試験実施に関する基準」に従って実施したものであり、

提出した資料は原本と相違ありません。

／997年上月週日

（所属）

　株式会社　住化分析センター

　　　　　　大阪事業所　所長

（氏名）

　運営管理者

ESOP／REC／011　RS－11
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監査・査察報告書（g51025）

試験の表題：

試験番号：

1一プタノ柳オオミジンコ（伽加8勿鋼8）に射る競阻嚇（物理・化学系）

EDR96004

本最繍告勧試験は、当搬の信雛保証部日日に関する標準操作手離に従って

下記の監査・査察を受けている。

QAU
　監査・査察日

運営管理者および

試験責任者への報告日

監査・査察

項目

1997年3月25日 1997年3月25日 試験計画書
1997年　4月　　1日 1997年4月1日 試験操作

1997年4月10日 1997年4月10目 試験計画書変更書
1997年4月10日 1997年　4月10日 試験操作

1997年4月14日 1997年4月14目 試験操作

1997年4月21日 1997年4月21日 最終報告書（草稿）

1997年4月21日 1997年4月21日 最終報告書

本試験は適正に難されており・本最終報告書は試験で使用した方法、手順が正確

に記録され、かっ試験の生データを正確に反映していることを認めます。

1997年　 4月21日

株式会社　住化分析センター　大阪事業所

QA責任者

ESOP／QAU／001　RS－11



EDR96004　31／60

表　　題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験番号：E　D　R96004

1一ブタノールの方方ミジンコ（伽p加i8皿卸8）に対する繁殖阻害試験

（物理・化学系）

試験委託者

名　称

住　所

住化テクノス株式会社

兵庫県宝塚市高司4丁目2番1号

試験期間

自：　1997年3月Aダ日

至：　1997年三月2⊥日

試験施設

名　称

住　所

試験責任者

試験担当責任者

試験担当者

最終報告書作成者

運営管理者

株式会社

〒665

住化分析センター　大阪事業所

兵庫県宝塚市高司4丁目2番1号

1997年4月2／日

1997年エ，月丑日

1997年“月2ノ日

1997　年＿三月一丑日

1997年坐月虹日

ESOP／REC／011　RS－03
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1．要約

　生態影響試験「1一ブタノールのオオミジンコに対する繁殖阻害試験（試験番号：EDR

　96004）j時の試験液（試料）中の被験物質濃度を測定した．なお、濃度測定におい

ては、平均回収率にて補正した値を測定値とした。

2．緒言

　試料中の被験物質濃度を、ガスクロマトグラフまたはかスクロマトグラフ質量分析計に

　て測定した。

3．試験物質、試薬および装置

1一ブタノール標準品：

L　o　t．

純

ジクロロメタン：

塩化ナトリウム：

振盪機：

ガスクロマトグラフ：

ガスクロマトグラフ質量分析計：

自動注入装置：

データ処理装置：

天秤：

より提供された純度既知の被験物質

No．　：　LEF5803
　度　：　99．9％

残留農薬試験用

特級

SR－I　Iw

GC－14A

QP－1100EX

AOC－1400

ひR4A

AT－250

　　関東化学㈱製

和光純薬工業㈱製

大洋科学工業㈱製

　㈱島津製作所製

　㈱島津製作所製

　㈱島津製作所製

　㈱島津製作所製

　　メトラ一社製

4．試験の実施

（1）用いた試験方法

　　　試験液を液々抽出後、ガスクロマトグラフ又はガスクロマトグラフ質量分析計にて定

　　　量した．

（2）試験装置

　く検出限界が5m　g／しの場合＝試験開始後、6日及び8日後の試料に適用＞

　ガスクロマトグラフ操作条件

搬
検
力
一
温

出
ラ

種
器
ム
度

軒リアガス流量．

ガス圧力　・

検出感度（レンジ）：

島津GC－14A
F　I　D

Chromosorb　101（80／100mesh），内径　3mm，長さ　2m
カラム槽　　140℃

注入口　　　270●C

検出器　　　270℃

50mL／m　i　n（ヘリウム）

水素O、6kg／㎝z

空気0．6kg／㎝2
10
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保持時間：約20分
注　入　量：　4μL

〈検出限界が0。5m　g／しの場合：試験開始後、19日及び20日接の試料に適用＞

　　ガスクロマトグラフ質量分析計測定条件

　　くガスクロマトグラフ部＞

　　機　　　種：　島津GC－14A

　　カ　ラ　ム：　DB－FFAP，膜厚　1．0μm，内径0．53mm，長さ　30m

　　温度：カラム槽60℃（3分）→160℃［20℃／min］
　　　　　　　　　注入部　　　250℃

　　ガス流量：20mL／min（ヘリウム）

　保持時間：約4分
　　く質量分析計部＞

機　　　　種：

イオン化法：

1／F温度：
イオン化電圧：

設定質量数：

在　．入　　量：

島津Q　P－1100EX

E　I

250℃

70e　V

M／Z＝56

4μL

（3）試験液の分析

1）検量線の作成

　くガスクロマトグラフにて測定の場合＞

　　　1一ブタノール標準品約30m　gを精密に秤り取り30mL容メスフラスコに入れ、ジ

　　クロロメタンを加えて溶かし、定容とした．この液より一定量を採取し、ジクロロメ

　　タンで希釈し・約1・・50・100・200mg／しの標準溶液糊製した．4．（2）

　　の条件に調整したガスクロマトグラフに注入し、それぞれの標準溶液のピーク高さと標

　　準品の重量から検量線を作成し、最小自乗法により回帰直線式を求めた．

　　　なお・検量線のバラツキの許容範囲は相関係数が、0．95以上であることとした．

＜ガスクロマトグラフ質量分析計にて測定の場合＞

　　1一ブタノール標準品約30mgを精密に秤り取り30mL容メスフラスコに入れ、ジ

　クロロメタンを加えて溶かし、定容とした．この液より一定量を採取し、ジクロロメ

　タンで希釈し・約1，5・10，20m　g／しの標準溶液を調製した．4．（2）の条件に

　調整したガスクロマトグラフ質量分析計に注入し、それぞれの標準溶液のピーク面積と

　標準品の重量から検量線を作成し、最小自乗法により回帰直線式を求めた．

　　　なお・検量線のバラツキの許容範囲は相関係数爪0．95以上であることとした．
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2）試料の分析

　　くガスクロマトグラフにて測定の場合＞

　　a．　あらかじめ、塩化ナトリウム1．6g及びジクロロメタン4mLを入れた遠沈管

　　　　　を準備した．

　　b．　a．を試験委託者に受け渡し、試料8m　Lを採取した状態で試験委託者より受け

　　　　取った．

　　c．　b．を振盪抽出後、5分間静置した．下層を採取し、被験物質の濃度が10～200

　　　　m　g／しになるようにジクロロメタンで希釈後、4．（2）の測定条件にて絶

　　　　対検量線法で濃度を求めた．

＜ガスクロマトグラフ質量分析計にて測定の場合＞

a．　あらかじめ、塩化ナトリウム1．6g及びジク．ロロメタン41nLを入れた遠沈管

　　　を準備した．

　b．　a、を試験委託者に受け渡し、試料8mLを採取した状態で試験委託者より受け

　　　取った．

　c・　b・を振盪抽出後、5分間静置した．下層を採取し、被験物質の濃度が1ん20

　　　m　g／しにな．るようにジクロロメタンで希釈後、4．（2）の測定条件にて一

　　　点検量線法で濃度を求めた．

　ガスクロマトグラフ質量分析計においては、感度変動があるので、一定濃度の標準

　溶液（例えば、1．O　m　g／L）を注入し、その標準溶液のピーク面積をもとに一点

　検量線法で濃度を算出した．

3）検出限界

く検出限界が5m　g／しの場合：試験開始後、6日及び8日後の試料に適用＞

装置の最小検出量　：　40n　g

注入量　　　　　　：　4μL

最終液量：　4m　L

．試料量　：　8m　L

40ng／4μL　×　4mL／8mL　＝5mg／L

＜検出限界が0．5m　g／しの場合試験開始後、19日及び20日後の試料に適用＞

　　最小検出量　：　4n　g　　　　　　　希釈量：　4m　L

　　注入量　　　：　4μL　　　　　　　試料量：　8m　L

4ng／4μL　×　4mL／8mL　＝0．5mg／L
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5．試験結果

　（1）添加回収試験結果

　　　　検出限界の10倍搬（5mg／L又は・．5mg／L）における回収試験を行っ

　　　　たところ・以下の結果が得られた洛搬における変縣数は1・％以内であった．

設定濃度

香@g／L
回収率

@％
平均回収率

@　％

75．42
50．65 72．76 73．49

72．29
83．87

5，065 82．12 81．95
79．85

（2）試験液測定結果

測定値 mg！L
設定濃度

高⊿{ 6日後 8日後 19日後 20日後
対照区 ＜0．7★ く0．7★ く0．7 く0．7

4．6 4．658★ 3．797★ イL569 3，491
10 11．11 9，386 9，945 8，970
22 23．24 20．62 22．10 20．00
46

P00

48．40

P08．4

44．81

P00．9

46．11

@一

46．30

@』
儲） ｠験開始後・6日及び8日後の試料まかスク・マトグラフで測定した．しかし、

　　　、印の試料については・設定搬が検出限界以下であったため、ガスク。マトグ

　　　フフ質量分析計を用いた測定法を確立後、確立した測定法1こて再測定を行った．

　　　表には、その再測定値を表示した。

6．試験成績の信頼性に及ぼしたと思われる環境要因

　　　試隙績の信雛に及ぼしたと思われる環境要因は特に認められなかった．

7，S　O　Pまたは試験計画書からの逸脱

　　　SOPまたは試験細書からの逸脱1ま特に認められなかった．

8．資料の保管

　　　試験計酪・生データ・鮒最終報告猷試験轍舗作成後1・年間、当社施設
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の資料保管室に保管する．その後の保管について1よ試験委託者と協議のうえ決定す

る．

9．添付資料

　　検量線

　　標準溶液のクロマトグラム

　　試料のクロマトグラム
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Figure1 恥ic田Cdibrati・nC㎜e・f1おut孤・1byGC－m鋤1ysis
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Fi騨e1恥ica1C証brati・nC㎜e・f1おut鋤1byGσMS鋤記ysis
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Appendix2

Figure2Cont血ued
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Appendix2

Figure2　　Con七hlued

（9）22mg1L　nolnina1；Day19

Co画腕ent：　3B16

9？9414．F13　　Date 4114！97 Ti脾e・15＝29：26Scale 21ag9．

を

56，9x 1

　0

2．01 　
7
a
6

e
．
2
2

6
剥

n
ロ
、
4
3

aa

n6
4
　
7
a
6

e
島8
4

1四B12a6
5、34　●6，日i 9
7
a
U
6

4
　
－
4
1
6

0
，
4

8
ワ
ユ

6
　，1
7

i8ge



EDR96004　46／60

Append士x2

Figure2　　Conthlued
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Appendb【2

Figure2　Cont血ued
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　付属資料一3

ミジンコの観察結果

　　　（全6頁）
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7．9

0．0

7．9

7
塵
U

2
α

－
η
乙

3．2

23．8

0．0

23．8

7．0

30．8

1　l．2

42．0

0、0

42．0

4．5

46．5

4．8

51．3

0．0

51．3

0．2

5L5

18．4

69．9

69．9

A－D

Mean

Pgeneration 　　　　　　　　Dead

Mortality（％） 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2
【
U

Cumulativereproductivity 7．1 8．8 9．0 20．4 24．0 24．4 30．1 37．8 38．2 42．5 45．6 45．8 46．9 62．9

Thetime（days）t・firstbro・d： A；7days B；7days C；7days D；7days

EDR96no4　49／60



Appendix　3－2

　（Test　conc．：

Result　of
　4．1　mg／L）

reproductiontest

Ti皿e（days）
Tota1

Nα Counts 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

Pgeneration Live

Dead

10

0

10

0

10

0

0

　
0

0

　
0

1 10

0

0

　
0

10

0

0

　
0

1

0
0

1 0

　
0
0
0

0

　
0

1

0
0

0

　
0

1

0
0

1

0
0

1 0

　
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0

1

A FI　generation

Live

Dead

24

139 0
0
0
0

120

31 3
3

3

0
0
7
0

9
」
仕 9
9

7

0
0
7
6

5 139

50 0
0
0
0

214

31

763

309

Tota1 163 0 0 151 36 0 137 88 0 63 189 0 0 245 1072

Reproductivity／P

Cumulative　reproductivity

2．4

2．4

0．0

2．4

0．0

2．4

12．O

14．4

3．3

17．7

0．0

17．7

9．7

27．4

7．9

35．3

0．0

35．3

5．7

41．0

13．9

54．9

0．0

54．9

0．0

54．9

21．4

76．3

76．3

Pgeneration Live

Dead

0

　
0

0

1
0

0

　
0

0

　
0

1 0

　
0

10

0

0

1
0

10

0 0
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0

1

0
0
0
0
0
0

0

　
0
0
0

1

0
0
0
0

1

0
0

B FI　generation

Live

Dead

　4

145 0
0
0
0

136

54 0
0
0
0

2
ー

ワ
’
6
2
6

4

0
0
7
7

Ω
U
－

105

58 0
0
9
2

2 188

31

663

374

Tota1 149 0 0 190 0 0 133 48 0 104 163 0 31 219 1037

Repmductivity／P

Cumulative　reproductivity

0．4

0．4

0．0

0．4

0．0

0．4

13．6

14．0

0．0

14．0

0．0

14．0

7．2

21．2

4．2

25．4

0．0

25．4

8．7

34．1

10．5

44．6

0．0

44．6

2．9

47．5

18．8

66．3

66．3

Pgener日tion Live

Dead

0

　
0

10

0

10

0

0

　
0

0

　
0

0

　
0

1 10

0

0

　
0

1

0
0
0
0

1

0
0
0
0

1

0
0
0
0

1

0
0

1

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

C FI　generation

Live

Dead

19

112 9
2
0
0

113

36 8
2

2

0
0
7
8
7
6

9
」
量
【
O
1

0
0

C
U
1

7
1

129

54 0
0
1
0

229

49

739

348

Tota1 131 11 0 149 30 0 145 73 0 86 183 0 1 278 1087

Reproductivity／P

Cumulative　reproductivity

1．9

1．9

0．9

2．8

0．0

2．8

11．3

14．1

2．8

16．9

0．0

16．9

7．7

24．6

5．9

30．5

0．0

30．5

7．5

38．0

12．9

50．9

0．0

50．9

0．1

51．0

22．9

73．9

73．9

Pgeneration Live

Dead

0

　
0

0

　
0

1 0

　
0

1 0

　
0

1 10

0

0

　
0

0

　
0

1 0

　
0
0
0

1

0
0

1

0
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0

1 0

　
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0

1

D Fl　generation

Live

Dead

55

104 0
0
0
0

116

19 7
0

4

O
n
U

9
【
0

3
」
量

132

12 0
0
9
6

【
U
－

138

26 7
0
2
0

200

27

805

249

Tota1 159 0 0 135 47 0 84 144 0 75 164 17 2 227 1054

Repr・ductivity／P

Cumulative　reproductivity

5．5

5．5

0．0

5．5

0．0

5．5

1　l．6

17．1

4．7

21．8

0．0

21．8

3．9

25．7

13．2

38．9

0．0

38．9

5．9

44、8

13．8

58．6

1．7

60．3

0．2

60．5

20．0

80．5

80．5

A－D

Mean

Pgeneration 　　　　　　　　Dead

Mortality（％） n
U
O

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
O
O
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0Cumulativereproductivity 2．6 2．8 2．8 14．9 17．6 17．6 24．7 32．5 32．5 39．5 52．3 52．7 53．5 74．3

The　time　（days）　to　first　brood： A；7days B；7days C　l7days D；7days

EDR96004　50／60



ApPendix3－3Result・frepr・ducti・n
　（Test　conc．：　9．8　mg／L）

test

Time（days）
Total

No． Counts 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

Pgeneration Live

Dead

0

1
0

0

　
0

1 0

　
0

1 10

0

0

1
0

10

0

0

　
0

1 0

　
0

1

0
0

1 0

　
0
0
0

1 0

　
0

1

0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

A Fl　generation

Live

Dead

29

125 4
3
0
0
0
7

Q
》
－

倥
U
6

」
サ
ー 0
0
5
7

3 136

22 0
0
5
3
4
1

46

136
」
望
0
0
0

132

79

567

418

Tota1 154 7 0 107 62 0 42 158 0 58 182 4 0 211 985

Reproductivity／P

Cumulativereproductivity

2．9

2．9

0．4

3．3 0
3
0
3

9．0

12、3

4．6

16．9

0．0

16．9

3．5

20．4

13．6

34．0

0．0

34、0

4、5

38．5

4．6

43．1

0．4

43．5

0，0

43．5

13．2

56．7

56．7

Pgeneration Live

Dead 0
0

1 0

　
0

1 0

　
0

1 0

　
0

0

1
0
0
0

0

　
0

0

　
0
0
0

1

0
0

1

0
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
・

1

0
0
O
O
0
0

1

B FI　generation

Live

Dead

4

126 　
3

2

0
0

102

33

7

　
7

2 5
」
サ 1
3

【
り
8

7
直
U
1
2
5
9

3

L
7

戸
D
3

2
」
サ3
7
2
2
2
1
9
0

112

60

508

474

Tota1 130 24 0 135 34 9 134 43 44 98 106 34 19 172 982

Reproductivity／P

Cu田ulat　i　ve　reproductivity

0．4

0．4

2．1

2．5

0．0

2．5

10．2

12．7

2．7

15．4

0．5

15．9

5．1

21．0

1．7

22．7

3．5

26．2
　
3

1

色
2
　
3

3．2

35．5

2，2

37．7

1．9

39、6

11．2

50．8

50．8

Pgeneration Live

Dead

0

　
0

1 0

　
0

1 0

1
0

0

　
0

1 0

　
0

0

　
0

1 10

0

0

　
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

0

　
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0
0
0

1

C FI　generation

Live

Dead

19

105

6

　
4

3

0
0
1
9

7
仁
U
7
5

　
3
0
4

　
2
9
4
3
1
3
4

直
U
9
0
0

9
口
U
1
2

　0

214 0
0

24

1

117

91

395

669

Tota1 124 40 0 130 42 24 53 157 0 47 214 0 25 208 1064

Reproductivity／P

Cumulativereproductivity

1．9

1．9

直
U
【
り3
5

0．0

5．5

7．1

12．6

0．7

13．3 0
3

α
3
　
1
9
2
3
7

　
1
3
5
危
3
　
2

0，0

23．5

1．9

25．4

0．0

25．4

0．0

25．4

2．4

27．8

11．7

39．5

39．5

Pgeneration Live

Dead

0

　
0

0

　
0

1 0

　
0

1 0

　
0

0

　
0

0

　
0

0

　
0

1 0

　
0
0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0
0
0

1

0
0

1

0
0
9
1
9
1

Q
ソ
ー
9
1

9
董
9
1

D Fl　generation

Live

Dead 9
2
2
7
3
6

4

0
0
7
6

G
ゾ
ー
9
6
1
1

17

1 0
9
3
2

【
U
1
8
3
8
3
1
2

2
だ
U

ワ
“
3

43

111 8
3
2
1

73

130

486

485

Tota1 101 49 0 U3 35 18 59 n6 41 58 154 21 3 203 971

Reproductivity／P

Cumulativereproductivity

2．9

2．9

4．3

7．2

0．0

7．2

9．7

16．9

1．9

18．8

1．7

20．5

3．0

23．5

8．5

32．0

1．9

33．9

2．4

36．3

4．8

41．1

0．9

42．0

0．2

42．2

8．1

50．3

50．3

A－D

Mean

Pgeneration 　　　　　　　Dead

Mortality（％） 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

　1

2．5

　1

2．5

　1

2．5

　1

2．5

　1

2．5

　1

2．5

Cumulative　reproductivity
2．0 4．6 4．6 13．6 16．1 16．7 20．5 28．1 29．4 33．1 36．3 37．2 38．3 49．3

Theti田e（days）tofirstbr・od： A；7days B；7days C；7days D；7days



Appendix　3－4

　（Test　conc．：

Result

21㎎〆L）

of　reproduction　test

Time（days）
Tota1

恥． Counts 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

Pgeneration Live

Dead

10

0

10

0

10

0

0

　
0

1 10

0

10

0

0

　
0

1 10

0

0

　
0

1

0
0

0

　
0

1

0
0

1

0
0

0

　
0
0
0

1 0

　
0
0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

9
1

A FI　generation

Live

Dead

　5

105

6

23 n
U
O

0
6

ワ
・
0
乙 1
2
3
4
0
0

3
直
U

103

73 0
0
0
0
9
7

『
0
」
触

0
口
“1
2
0
4

　
1
8
7

4

【
U
2
3
7
3
3Tota1 110 29 0 96 73 0 9 176 0 0 106 39 14 55 707

Reproductivity／P

Cumulativereproductivity

仁
U
【
U

砿
α 6
1

α
L

0．0

1．1

7．0

8．1

3．1

11．2

0．0

11．2

0．3

11．5

10．3

21．8

0．0

21．8

0．0

21．8

5．9

27．7

1．0

28．7

0．0

28．7

5．1

33．8

33．8

Pgeneration Live

Dead

0

　
0

1 0

　
0

1 0

　
0

1 0

　
0

1 0

　
0

1 0

　
0

1 0

　
0

0

　
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1 0

　
0

1

0
0

！

0
0

1

0
0
0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0
0
0

1

B FI　generation

Live

Dead
8
【
U
1
8
3
0
1
2
0
0

4
【
U
7
3
3
0

つ
ム
【
0 0
0

”
U
2

3
3
9
9
6
2
8
2

1

3
9

1

7
4

【
0
8

6
5

　
1
9
0

n
乙
6

6
1

398

387

Tota1 103 33 0 109 73 10 68 98 20 22 141 2t 9 78 785

Reproductivity／P

Cumulative　reproductivity 8
8

3
！
1
3

0，0

3．1

7．4

10．5

2．3

12．8

0．0

12．8

3．6

16．4

6．9

23．3

1．8

25、1

L3
26．4

5．7

32．1

0．6

32．7

0．9

33．6

6．2

39、8

39．8

Pgeneration Live

Dead

0

1
0

0

　
0

10

0

10

0

10

0

10

0

0

　
0

1 0

1
0

0

　
0

1 0

　
0
0
0

1

0
0

0

　
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

0

　
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0
0
0

1

C FI　generation

Live

Dead

16

112 5
5
0
0
0
6
4
3

『
0
0

」
慧
』
量 0
0
6
4

　
2
6
7

“
U
仁
0

1

21 3
2

　
1

2
Q
U

1
8
8
5
7
7
2
8

【
口
2

261

455

Tota1 128 20 0 76 85 0 30 123 22 15 100 23 14 80 716

Reproductivity／P

Cumulative　reproductivity

1．6

1．6

0．5

2．1

0．0

2．1

4．0

6．1

4．5

10．6

0．0

10、6

0．6

11．2

6、6

17．8

0．1

17．9

0，3

18．2

t．2

19．4

0．8

20．2

0．7

20．9

5．2

26．1

26．1

Pgeneration Live

Dead

0

　
0

1 0

　
0

1 0

　
0

1 0

　
0

0

　
0

0

　
0

1 0

　
0

1 0

　
0
0
0
0
0
0
0

0

　
0

1

0
0

0

　
0

1

0
0
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1
9
1

D F1　日eneration

Live

Dead

11

100 8
8

　
1
3
2
4
1

【
U
仁
U
9
2

1
り
，
』

11

2 2
9
1
4
0
1
6
3
2
1
6
2

L 13

105 9
2
1
1

n
2 3
4
3
2

272

421

Tota1 111 26 5 105 41 13 61 91 3 18 U8 31 13 57 693

Repr・ductivity／P

Cumulativereproductivity

1．1

1．1

0．8

1．9

0．3

2．2

5．4

7．6

1．9

9．5

1．1

10．6

L2
11．8

6、3

18．1

0．2

18．3

1．8

20．1

1．4

21．5

2．1

23．6

1．2

24．8

3．7

28．5

28．5

A－D

Mean

Pgeneration 　　　　　　　　Dead

Mortality（％） 0
0

n
U
O

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

　1

2．5

　1

2．5

　1

2．5

1

2．5

　1

2．5

　1

2．5

2
【
U

Cumulativereproductivity 1．3 2．1 2．1 8．1 11．0 11．3 12．7 20．3 20．8 21、6 25．2 26．3 27．0 32．1

Theti冊e（days）tofirstbrood： A；7days B；7days C；7days D；7days

EDR96004　52／60



ApPendix3－5Result・frepr・ducti・n

（Testconc．：46　／L）

test

Time（days）
Tota1

No． Counts 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

Pgeneration Live

Dead

0

1
0

0

　
0

0

　
0

1 10

0

0

1
0

0

1
0

10

0

0

1
0

0

　
0

1

0
0

1

0
0
0
0
0
0

1

0
0

1 0

　
0

1 0

　
0

ワ
．
3

6
」
笠

6
」
仕 2
8
0
0

　
1
0
0

　
1

A FI　generation

Live

Dead
　
3
4
6

n
ワ
7
1
2
0
0

0
【
U

1

37 0
6
0
0
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

26

148

Tota1 67 46 0 5 38 6 0 0 12 0 0 0 0 0 174

Reproductivity／P

Cumulativereproductivity

0．4

0．4

1．9

2．3

0．0

2．3

0．0

2．3

0．1

2．4

0．0

2．4

0．0

2．4

0．0

2．4

0．2

2．6

0．0

2．6

0．0

2．6

0．0

2．6

0．0

2．6

0．0

2．6

2．6

Pgeneration Live

Dead

10

0

0

1
0

10

0

0

　
0

0

　
0

1 0

　
0

0

　
0

1 0

　
0

1 0

　
0
0
0

1

0
0

1

0
0

1

0
0

1

9
1

n
ワ
ー
9
1
9
1
8
2

6
」
仕

」
『
直
∪ 2
8
0
0

　
1

B Fl　generation

Live

Dead 6
4

　
2
4
5

　
2
E
U
7

8
3

　
2

1

30 ・
0
1

0
0
0
0
3
4
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

27

114

Tota1 30 29 12 31 31 1 0 0 7 0 0 0 0 0 141
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　　付属資料一4

餌料の有機炭素含量測定

　　　　（全5頁）
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　　　　　　　　　　　　　　　　信頼性保証報告書

　　試験の種類

　　　　　　　　藻類懸濁液中の全有機炭素量測定

　　試　験No．6001

　　　本試験は、r新規化学物質犀係る試験及び指定化学物質に係る有害性の調査の項目等を定める命令

　　第4条に規定する試験施設に関する基準」　（昭和63年11月18日環企研第233号、衛生第38

　　号及び63基局第823号）に従って適正に行われており、報告書には、試験で便用した方法および

一　　手順が正確に記載され、報告結果は、試験の生データを正確に反映していることを保証する。一
、

己一三
ロ

）
、

監査・査察の対象

試験実施日

報告書監査

監査・査察実施日

平成8年11月21日

平成8年11月27日

目告報

平成8年11月21日

平成8年11月27日

平成　8年ll月28日

信頼性保証業務担当者

　所属　広栄テクノサービス株式会社

　職　　副事業所長
氏名

大阪事業所



）

』
）

表題：藻類懸濁液の全有機炭素量測定

試験期間

　　　自：平成》年！／月ヴ日

　　　至：平成早年！！月27日

測定実施日

　　平成　8年11月21日

試験機関の名称と所在地

　　　　広栄テクノサービス株式会社　大阪事業所

　　　　大阪市城東区放出西2丁目12－13

運営管理者氏名

試験責任者氏名

試験担当者氏名

報告書作成者名

最終報告書作成年月日 平成泉年ノ／月27日
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　　試験N　o．6001

平成2年／！月z7日

平成鉾／！月27日

平成8年！1月2ク日
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EDR96004　59／60

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験N　o．6001
1．測定試料
　C　h　l　o　r　e　l　l　a　v　u　l　g　a　r　i　s1％懸濁液（生クロレラ　V12）　Lot．Y－96m9

2．試料の前処理
　　①測定試料5mlを100皿1のメスフラスコにホールヒ’へ。ットで取り、超純水卓1でメスアップした。

　　②測定試料8m1を100皿1のメスフラスコにホールヒ。へ。ットで取り、超純水掌1でメスアップした。

串1

魔fL　P試験施設において管理している超純zk

　　　M　I　L　L　I－Q（ミリポア製超純水製造装置）による自製

〈標準液の調製＞

　TC標準液：フタル酸水素カリウム0．085gを正確にはかり採り、超純水で100m1にメスアッフ。する。これを

　　　　　　更に4倍希釈したものを標準液とした。
　I　C標準液：炭酸水素ナトリウム0．14g、炭酸ナトリウム0．177gを正確にはかり採り、超純水で100m1に

　　　　　　メスアップする。これを更に4倍希釈したものを標準液とした。

3．全有機炭素（TO　C）分析測定結果
）

試　　料
TC
Z度
i皿9／1）

I　C

Z度
img／1）

TO　C
Z度
i皿9／1）

TC標準液 100．3 一 一
I　C標準液

一 100．5
一

①Chlorel　la　vulgaris1％懸濁液（20倍希釈） 52．6 0．0 52．6

②Chlorel　la　vulgaris1％懸濁液（12．5倍希釈） 83．8 0．0 83．8

Chiorellavulgaris1％懸濁液の全有機炭素濃度：①52．6x20＝1052（皿g／1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②83、8×12．5＝1048（皿g／1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均：1050（mg／1）

⊃

4．全有機炭素量測定条件

　　　装　　　置：TOC分析装置　TOC－500（島津製作所製）

　　　range：×10
　　　注入．量：30μ1
　　　触　　　媒：TC触媒
　　　キャリアガス　　空気

　　　流　　速：150m1／min

5．データの解析に使用する統計学的方法

　　　TOCのデータ処理は、分析計に付属するデータ処理装置で行った。

　　　TOCの濃度（mg／1）は、小数以下1桁に丸めて表示した。
　　　数値を平均する場合は、算術平均とした。

　　　数値の丸め方は、J　I　S　Z　8401－1961による。

6．添付資料
　　　全有機炭素測定データ（生データ写し）

7．資料の保管

　　　当該試験に関する記録及び資料は広栄テクノサービス（株）が保有する試資料保管室に保管す
　　る。

一1一
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